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田
原
氏
は
豊
後
国
国
東
郡
田
原
別
符
（
現
大
分
県
杵
築
市
）
を
名
字
の
地
と
す
る
大
友

氏
の
有
力
庶
家
で
あ
る（

１
）。

戦
国
期
に
同
氏
が
滅
亡
す
る
と
、
そ
の
伝
来
文
書
は
一
族
の
入

江
氏
に
伝
わ
り
、
そ
れ
ら
は
上
田
純
一
校
訂
『
入
江
文
書
』（
史
料
纂
集
、
続
群
書
類
従

完
成
会
、
一
九
八
六
年
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四

三
）
の
『
碩
田
叢
史
』
が
入
江
孫
三
郎
文
書
に
つ
い
て
「
ゆ
ゑ
あ
り
て
此
分
所
々
散
在
せ

し
」
と
記
す
ご
と
く（

２
）、
田
原
氏
関
係
史
料
は
近
世
の
段
階
で
巷
間
に
散
逸
し
て
い
た
と
思

し
く
、
現
在
で
は
研
究
機
関
・
蒐
集
家
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
本

稿
で
紹
介
す
る
今
川
了
俊
勘
返
田
原
氏
能
書
状
（
史
料
一
、
左
図
）
も
そ
う
し
た
散
逸
文

書
の
一
つ
で
、
本
誌
刊
行
の
時
点
で
個
人
の
蒐
集
に
帰
し
て
い
る
。

本
書
状
は
二
紙
を
貼
り
継
い
だ
状
態
で
掛
軸
装
と
さ
れ
て
い
る
。
料
紙
は
楮
紙
で
、
法

量
は
縦
二
八
・
二
㎝
、
横
は
三
九
・
五
㎝
（
第
一
紙
）・
三
三
・
四
㎝
（
第
二
紙
）。
表
装

の
た
め
天
地
左
右
を
断
た
れ
て
い
る
（
宛
所
は
散
逸
時
に
切
断
か
）。
花
押
の
寸
法
は
氏

能
花
押
縦
二
・
三
㎝
×
横
三
・
八
㎝
、
了
俊
花
押
縦
四
・
〇
㎝
×
横
四
・
三
㎝
で
あ
る
。

了
俊
の
勘
返
は
筆
跡
と
青
墨
の
使
用
か
ら
自
筆
と
判
断
さ
れ
る
。

差
出
人
の
氏
能
は
田
原
氏
の
当
主
で
、
了
俊
の
片
腕
と
も
い
う
べ
き
事
績
を
残
し
た
人

物
で
あ
る
。
書
状
の
内
容
は
、
①
草
野
駿
河
入
道
が
了
俊
の
吹
挙
を
得
て
、
筑
後
国
竹
野

荘
山
本
郷
（
現
福
岡
県
久
留
米
市
山
本
町
）
内
の
草
野
長
門
入
道
跡
を
賜
ろ
う
と
し
た
こ

と
に
対
す
る
抗
議（

３
）、

②
同
国
発
心
城
（
現
久
留
米
市
草
野
町
）
の
守
備
に
関
す
る
報
告
、

の
二
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
了
俊
は
、
❶
草
野
駿
河
入
道
の
吹
挙
に
つ
い
て
は
ま
っ
た

く
身
に
覚
え
が
な
く
、
❷
今
月
中
に
発
心
城
に
行
く
の
で
そ
れ
ま
で
待
つ
よ
う
に
、
と
答

え
て
い
る
。
草
野
駿
河
入
道
は
康
暦
元
年
（
一
三
七
九
）
に
探
題
奉
行
人
と
と
も
に
肥
前

国
松
浦
波
多
村
地
頭
職
の
遵
行
使
節
を
務
め
た
り（

４
）、
至
徳
元
年
（
一
三
八
四
）
に
は
肥
前

河
上
社
の
造
営
に
つ
き
段
銭
・
幡
の
納
入
を
了
俊
か
ら
命
じ
ら
れ
た
り
す
る
な
ど（

５
）、
そ
の

活
動
は
探
題
被
官
と
も
評
し
う
る
も
の
が
あ
る
。
氏
能
が
了
俊
と
駿
河
入
道
の
関
係
に
疑

い
の
目
を
向
け
た
の
も
無
理
は
な
い
。

史
料
紹
介
と
研
究

堀 

川
　
康 

史

今
川
了
俊
勘
返
田
原
氏
能
書
状

　
─
─
豊
後
田
原
氏
と
筑
後
国
竹
野
荘
─
─

史
料
一　

今
川
了
俊
勘
返
田
原
氏
能
書
状
（
勘
返
は
「　

」
内
に
示
す
）

「
物
詣
事
候
間
き
と
勘
申
候
、

 

恐
入
候
、」

只
今
承
候
之
間
驚
存
候
て
、
脚

力
進
之
候
、
山
本
内
草
野
長
門
入
道

「
此
事
天
神
も
御
ら
ん
候
へ
、」

跡
・
同
一
族
等
跡
事
、
探
題
御
吹
挙

「
い
ま
た
更
々
不
存
知
候
、」

申
成
候
て
、
草
野
駿
河
入
道
京
都〔
へ
脱
カ
〕人を

「
心
え
申
へ
く
候
、」

上
候
之
由
承
候
、
自
然
預
左
様
御
沙
汰
候

「

　
　」

「

　
　」
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者
、
身
浮
沈
た
る
へ
く
候
間
、
参
候
て
承

度
候
へ
と
も
、
急
御
座
候
へ
ハ
、
乍
憚
以
状
申

入
候
、
預
御
披
露
候
て
、
御
左
右
承
候
者

恐
悦
候
、
内
々
被
執
申
仁
あ
ま
た

い
ら
れ
て
候
程
に
驚
存
候
、
依
御

左
右
参
可
申
候
、
次
又
発
心
御

「
今
月
中
に
可
罷
越
候
、」

城
事
御
越
ま
て
ハ
堅
可
持
之
由
、
自

「
御
待
候
者
、
可
目
出
候
、」

上
方
被
仰
下
候
之
間
、
田
原
大
膳
助
・

其
外
一
族
中
者
あ
ま
た
上
て
候
、

御
城
事
者
余
に
調
様
悪
候
程
に
、
具

足
を
と
ら
せ
候
、
出
来
候
者
、
調
替
候
へ
く
候
、

「
目
出
候
〳
〵
、」

先
堀
荒
桓
事
ハ
、
雨
晴
候
者
罷
上
候
て

可
調
候
、
為
御
心
得
申
入
候
、
可
然
様
預

御
披
露
候
者
恐
悦
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

「
了
俊
（
花
押
）」

　
　

二
月
十
九
日　
　
　
　
　
　

氏（
田
原
）能

（
花
押
）

「

　
　」

「

　
　」

「

　
　」

「

　
　」
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史
料
一
の
関
連
史
料
が
『
入
江
文
書
』
に
残
っ
て
い
る
。

史
料
二　

今
川
了
俊
挙
状（
６
）

田
原
下
野
守
氏
能
申
、
筑
後
国
竹
野
庄
内
草
野
村
草
野
長
門
入
道
跡
小
地
頭
職
事
、
依
為

闕
所
、
号
名
字
地
、
草
野
駿
河
入
道
以
御
判
預
之
候
了
、
雖
然
惣
地
頭
職
事
、
氏
能
以
御

下
文
先
日
拝
領
候
上
者
、
重
安
堵
事
申
候
、
可
為
如
何
様
候
乎
、
任
御
下
文
可
致
沙
汰
候

哉
、
以
此
旨
可
有
御
披
露
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　

五
月
八
日　
　
　
　
　
　

沙
弥
了
俊
（
花
押
）

進
上　

武（
細
川
頼
之
）

蔵
守
殿

史
料
二
は
管
領
細
川
頼
之
に
宛
て
た
了
俊
の
挙
状
で
、
草
野
長
門
入
道
跡
の
小
地
頭
職

が
名
字
の
地
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
駿
河
入
道
に
預
け
ら
れ
た
が
、
田
原
氏
能
が
下
文
を

根
拠
に
惣
地
頭
職
の
安
堵
を
求
め
て
い
る
、
と
述
べ
て
対
応
を
依
頼
し
て
い
る
。
史
料
一

を
受
け
て
発
給
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
で
は
合
わ
せ
て
年
次
を
考
察
す
る
。

ま
ず
上
限
に
つ
い
て
は
、
応
安
八
年
（
一
三
七
五
）
二
月
日
付
田
原
氏
能
軍
忠
状（

７
）な
ど

に
よ
っ
て
氏
能
の
動
向
を
確
か
め
る
と
、
了
俊
の
下
向
か
ら
応
安
八
年
（
永
和
元
年
）
ま

で
の
間
の
二
月
に
田
原
氏
が
発
心
城
に
拠
っ
た
こ
と
は
見
え
な
い
の
で
、
史
料
一
は
翌
永

和
二
年
（
一
三
七
六
）
以
後
と
考
え
ら
れ
る（

８
）。
下
限
に
つ
い
て
は
、
史
料
二
の
宛
所
で
あ

る
管
領
細
川
頼
之
が
康
暦
元
年
（
一
三
七
九
）
閏
四
月
に
失
脚
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
前
年
の
永
和
四
年
（
一
三
七
八
）
と
な
る
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
史
料
一
・
二
の
年
次

は
永
和
二
～
四
年
の
間
に
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
う
え
で
注
目
し
た
い
の
は
、
史
料
一
に
お
い
て
了
俊
が
今
月
（
二
月
）
中
に
発
心

城
に
行
く
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
記
述
を
手
が
か
り
に
史
料
を
捜
索
す
る
と
、

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
桂
宮
本
『
道
ゆ
き
ぶ
り
』
の
「
永
和
四
年
三
月
十
八
日
、
於
筑
後
国

竹
野
庄
内
善
道〔

導
〕寺
陳〔
陣
〕書
之
了
」
と
い
う
奥
書
が
注
目
さ
れ
る（
９
）。
善
導
寺
は
草
野
氏
を
開
基

と
す
る
山
本
郷
内
の
寺
院
で
、
発
心
城
か
ら
は
指
呼
の
間
に
あ
る
。
詳
細
は
不
明
で
あ
る

が
、
南
朝
方
の
人
物
が
「
了
俊
為
籌
策
去
月
着
善
道
寺
念
仏
寺
、
自
此

御
在
所
四
里
跡
、候
」
こ
と
を
伊
予
河
野

氏
に
報
じ
た
四
月
十
三
日
付
書
状
写（

（1
（

に
よ
れ
ば
、
筑
後
の
征
西
府
方
と
の
対
陣
が
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
史
料
一
・
二
は
永
和
四
年
（
一
三
七
八
）
の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ

れ
る（

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
山
本
郷
内
に
お
け
る
千
葉
氏
被
官
の
押
領
を
咎
め
た
次

の
了
俊
書
状
の
位
置
づ
け
も
明
確
と
な
る
。

史
料
三　

今
川
了
俊
書
状（
（1
（

田
原
下（
氏
能
）

野
守
申
、
筑
後
国
竹
野
庄
内
山
本
郷
内
籠
野
・
西
泉
・
蜷
河
等
事
、
父
（
貞
広
）打
死
之

間
、
為
恩
賞
拝
領
地
候
間
、
重
拝
領
候
、
遵
行
以
後
尚
御
家
風
仁
押
領
之
由
歎
申
候
、
無

勿
躰
候
、
任
御
教
書
以
下
旨
、
可
被
止
煩
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
「
永（異
筆
）

和
四
」

　
　
　

五
月
二
日　
　
　
　
　

了
俊
（
花
押
）

　
　

千
葉
殿

史
料
一
～
三
を
全
て
永
和
四
年
に
発
給
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
と
、
こ
の
頃
田
原
氏
能

は
竹
野
荘
の
支
配
の
安
定
化
を
図
っ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
氏
能
は
翌
康
暦
元
年
七
月

に
竹
野
荘
を
含
む
自
身
の
所
領
を
嫡
子
の
徳
一
丸
（
後
の
親
貞
）
に
譲
っ
て
い
る
か
ら（

（1
（

、

一
連
の
訴
え
の
背
景
に
は
、
譲
与
に
先
立
ち
所
領
を
め
ぐ
る
紛
争
を
解
決
し
て
お
き
た
い

と
い
う
氏
能
の
思
惑
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

最
後
に
蛇
足
で
あ
る
が
、
田
原
氏
と
竹
野
荘
あ
る
い
は
草
野
氏
と
の
関
係
に
関
す
る
史

料
を
掲
げ
て
お
く
（
史
料
四
・
六
は
『
南
北
朝
遺
文　

九
州
編
』
未
収
）。

史
料
四　

今
川
了
俊
書
状
断
簡（

（1
（

草
野
長
門
□
□
□
地
庄
年
貢
事
、
宜
依
先
例
候
、
雖
然
時
分
不
可
然
之
由
存
候
間
、
差
を

か
る
へ
き
よ
し
申
候
処
、
今
年
事
不
可
有
（
以
下
欠
）

「
草
野
文
書
」
の
一
通
で
あ
る
。
冒
頭
の
み
の
断
簡
だ
が
、
筆
跡
に
よ
り
了
俊
書
状
と

判
断
で
き
る
。
史
料
四
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
史
料
が
参
考
に
な
る
。
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史
料
五　

今
川
了
俊
書
状（

（1
（

草
野
長
門
知
行
分
年
貢
事
、
依
御
沙
汰
於
地
下
可
及
喧
嘩
候
由
其
聞
候
間
、
先
止
地
下
動

乱
、
御
申
あ
る
へ
き
子
細
候
ハ
ヽ
承
候
て
、
任
理
運
可
成
敗
候
由
申
候
き
、
今
如
御
代
官

申
候
者
、
地
下
乱
入
か
せ
き
等
事
、
無
跡
形
候
云
々
、
然
者
定
可
為
無
為
候
哉
、
目
出

候
、
此
上
者
草
野
与
力
等
事
、
又
候
ハ
し
と
存
候
、
於
庄
年
貢
免
之
事
者
、
御
帰
陳〔

陣
〕時
承

候
て
、
可
加
成
敗
候
、
一
日
自
長
瀬
方
進
候
し
状
ハ
、
た
ゝ
地
下
喧
嘩
い
た
し
候
ハ
ヽ
、

や
め
ら
れ
候
へ
ま
て
の
事
に
て
候
、
つ
と
ニ
さ
る
事
候
ハ
ぬ
よ
し
御
申
候
上
ハ
、
殊
ニ
目

出
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　

十
二
月
五
日　
　
　
　
　

了
俊
（
花
押
）

　

田（
氏
能
）原
殿
御
返
事

史
料
五
は
、
草
野
長
門
知
行
分
（
長
門
入
道
跡
の
こ
と
で
あ
ろ
う
）
の
年
貢
を
め
ぐ
り

「
草
野
与
力
」
と
田
原
氏
の
間
で
紛
争
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
で
あ
る
。
本
件

に
つ
い
て
は
田
原
氏
の
帰
陣
後
追
っ
て
成
敗
を
加
え
る
と
す
る
史
料
五
の
記
述
を
踏
ま
え

る
と
、
史
料
四
の
文
意
は
、
年
貢
は
先
例
に
よ
る
べ
き
（
＝
田
原
氏
が
収
納
す
べ
き
）
で

あ
る
が
、
今
は
時
分
が
よ
ろ
し
く
な
い
（
＝
戦
闘
中
で
あ
る
）
の
で
ひ
と
ま
ず
差
し
置
い

て
ほ
し
い
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
な
る
だ
ろ
う
。

史
料
六　

今
川
了
俊
書
状
写（

（1
（

　

�

京
都
御
感
進
之
候
、
目
出
た
く
候
、
将
軍
御
判
始
に
て
候
間
、
こ
と
に
〳
〵
目
出
た

く
候
、

承
候
京
都
注
進
事
進
之
候
、
尤
此
間
御
忠
ハ
京
都
へ
も
可
申
入
候
つ
る
間
目
出
た
く
候
、

そ
の
た
め
ニ
随
分
委
細
令
申
候
、
又
草
野
用
害
事
、
近
日
承
候
て
、
用
心
等
事
能
々
草
野

方
ニ
も
御
談
合
候
て
、
か
た
く
御
持
候
へ
く
候
、
尚
合
力
事
を
申
談
最
中
と〔

候
〕、
将
又
舟
事

申
下
し
候
、
い
ま
た
在
津
候
哉
、
今
二
三
日
相
構
〳
〵
ま
た
せ
ら
る
へ
く
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　

正
月
廿
三
日　
　
　
　
　

了
俊
（
花
押
影
）

　

田（
氏
能
）原

殿

（
マ
マ
、
一
日
カ
）

史
料
六
は
『
碩
田
叢
史
』
に
収
め
ら
れ
た
一
通
で
、
草
野
氏
と
談
合
し
「
草
野
要
害
」

を
守
備
せ
よ
と
田
原
氏
能
に
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
年
次
比
定
の
決
め
手
に
欠
け
る

が
、
内
容
か
ら
い
っ
て
永
和
四
・
五
年
の
合
戦
に
関
わ
る
史
料
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
。

前
掲
史
料
四
・
五
に
お
い
て
了
俊
は
、
田
原
氏
に
対
し
草
野
氏
と
の
軋
轢
を
差
し
置
く
よ

う
指
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
事
情
は
史
料
六
に
述
べ
ら
れ
る
ご
と
く
、
当
該
地
域
を
押
さ

え
る
に
は
在
来
系
御
家
人
で
あ
る
小
地
頭
草
野
氏
と
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。
惣
地
頭
─
小
地
頭
制
と
い
う
九
州
特
有
の
地
頭
制
度（

（1
（

か
ら
生
じ
る
領
主
間
対
立

に
苦
心
す
る
了
俊
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。

以
上
、
簡
単
で
あ
る
が
新
出
の
今
川
了
俊
勘
返
田
原
氏
能
書
状
を
関
連
史
料
と
と
も
に

紹
介
し
た
。
分
散
し
た
田
原
氏
関
係
史
料
の
整
理
な
ど
今
後
の
課
題
は
尽
き
な
い
が
、
ひ

と
ま
ず
紹
介
を
終
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
最
後
に
な
る
が
、
貴
重
な
史
料
の
調
査
と
紹
介

を
お
許
し
く
だ
さ
っ
た
ご
所
蔵
者
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

註（
１
）
南
北
朝
期
の
田
原
氏
に
つ
い
て
は
、
荒
川
良
治
「
室
町
幕
府
小
番
衆
豊
後
田
原
氏
の
成
立
」

（『
鷹
陵
史
学
』
一
八
号
、
一
九
九
二
年
）、
同
「
南
北
朝
内
乱
と
田
原
氏
の
発
展
」（『
日
本
歴

史
』
五
八
〇
号
、
一
九
九
六
年
）
参
照
。

（
２
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
謄
写
本
「
碩
田
叢
史
」
三
（
四
一
四
〇
・
一
―
三
六
―
三
）。

（
３
）
草
野
氏
に
つ
い
て
は
樋
口
一
成
編
『
中
世
豪
族
草
野
氏　

栄
華
の
残
照
（
改
訂
版
）』（
久
留

米
市
草
野
歴
史
資
料
館
、
二
〇
一
八
年
）、
草
野
村
に
つ
い
て
は
外
山
幹
夫
『
大
名
領
国
形
成
過

程
の
研
究
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
三
年
）
三
三
二
～
三
三
五
頁
参
照
。

（
４
）「
肥
前
有
浦
文
書
」（『
南
北
朝
遺
文　

九
州
編
』
五
五
七
八
号
）。
以
下
、『
南
北
朝
遺
文　

九

州
編
』
は
『
九
州
』
と
略
記
す
る
。

（
５
）「
肥
前
河
上
神
社
文
書
」（『
九
州
』
五
八
三
三
号
）。

（
６
）「
豊
後
入
江
文
書
」（『
九
州
』
六
四
六
五
号
）。

（
７
）「
豊
後
入
江
文
書
」（『
九
州
』
五
一
七
一
号
）。

（
８
）
康
暦
元
年
（
一
三
七
九
）
の
足
利
義
満
袖
判
下
文
に
、
竹
野
荘
内
東
郷
・
山
本
郷
は
「
宇
都

宮
常
陸
前
司
守
綱
跡
」
と
あ
る
（「
豊
後
入
江
文
書
」『
九
州
』
五
五
八
一
号
）。
宇
都
宮
守
綱
の

離
反
は
応
安
七
年
（
一
三
七
四
）
正
月
の
出
来
事
で
あ
る
（「
豊
前
門
司
文
書
」『
九
州
』
五
一

六
九
号
）。『
大
友
田
原
系
図
』
は
竹
野
荘
内
地
頭
職
の
給
与
を
貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
と
記

す
が
（『
入
江
文
書
』
三
〇
六
頁
）、
そ
れ
を
裏
付
け
る
史
料
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
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（
９
）『
道
行
触
』（
函
架
番
号
：
五
〇
二
│
七
四
）。
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
画
像
閲
覧
可
能

（https://doi.org/10.20730/100290249

）。

（
10
）「
安
芸
築
山
文
書
」（『
九
州
』
五
三
九
四
号
）。
本
文
書
は
従
来
永
和
三
年
に
比
定
さ
れ
て
い

る
が
、『
道
ゆ
き
ぶ
り
』
の
記
述
に
か
け
て
永
和
四
年
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
11
）
永
和
四
年
に
善
導
寺
を
経
て
征
西
府
の
拠
点
肥
後
菊
池
に
迫
っ
た
探
題
勢
で
あ
る
が
、
託
麻

原
の
戦
い
で
敗
北
を
喫
し
、
戦
線
は
耳
納
連
山
一
帯
に
移
る
。
田
原
氏
能
も
一
連
の
合
戦
に
従

事
し
、
翌
康
暦
元
年
五
月
に
は
草
野
城
攻
略
の
軍
功
を
称
え
る
足
利
義
満
御
判
御
教
書
が
与
え

ら
れ
て
い
る
（「
豊
後
草
野
文
書
」『
九
州
』
五
五
四
三
号
。「
大
友
家
文
書
録
一
」『
大
分
県
史

料
』
三
一
、
二
二
一
号
も
参
照
）。
史
料
一
・
二
の
年
次
を
康
暦
元
年
の
合
戦
と
関
連
づ
け
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
了
俊
は
閏
四
月
十
四
日
の
細
川
頼
之
失
脚
を
知
ら
ず
に
五
月

八
日
付
で
挙
状
（
史
料
二
）
を
書
い
た
こ
と
に
な
る
。
政
変
の
報
は
速
や
か
に
了
俊
の
も
と
に

も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
史
料
一
・
二
は
康
暦
の
政
変
以
前
の
発
給
と
考
え
て
お

き
た
い
。

（
12
）「
豊
後
大
分
大
学
附
属
図
書
館
文
書
」（『
九
州
』
五
四
七
三
号
）。

（
13
）「
豊
後
入
江
文
書
」（『
九
州
』
五
五
八
一
号
）。

（
14
）「
草
野
文
書
」
下
巻
一
七
号
（『
大
分
県
史
料
』
一
三
）。

（
15
）「
豊
後
入
江
文
書
」（『
九
州
』
六
七
五
三
号
）。

（
16
）「
碩
田
叢
史
」
三
。「
大
友
家
文
書
録
」
に
本
文
書
の
断
簡
が
収
録
さ
れ
る
（『
大
分
県
史
料
』

三
一
、
二
〇
五
号
）。

（
17
）
惣
地
頭
―
小
地
頭
制
に
つ
い
て
は
、
清
水
亮
『
鎌
倉
幕
府
御
家
人
制
の
政
治
史
的
研
究
』（
校

倉
書
房
、
二
〇
〇
七
年
）
第
五
・
六
章
を
参
照
。

【
付
記
】
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
（23K
12273

・24K
00113

）
お
よ
び
本
セ
ン
タ
ー
「
中
世
花

押
の
編
年
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
で
あ
る
。

史
料
編
纂
所
「
二
〇
二
五
年
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
ご
案
内

　

こ
の
た
び
、
史
料
編
纂
所
の
二
〇
二
五
年
カ
レ
ン
ダ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。
今
年

は
「
誓
約
・
約
束
」
を
テ
ー
マ
に
本
所
所
蔵
の
中
世
史
料
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

表
紙
に
選
ん
だ
の
は
、
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
に
書
か
れ
た
起
請
文
（
神
仏
へ

の
誓
約
書
）
で
す
。「
庄
内
の
乱
」
と
呼
ば
れ
る
島
津
氏
の
内
紛
に
際
し
て
、
当
主

夫
妻
に
仕
え
る
侍
女
た
ち
が
二
心
な
き
こ
と
を
誓
っ
た
も
の
で
す
。
署
名
の
下
に
捺

さ
れ
た
血
判
の
跡
が
緊
迫
し
た
様
子
を
生
々
し
く
伝
え
て
い
ま
す
。
裏
表
紙
に
選
ん

だ
の
は
、
若
き
日
の
武
田
信
玄
（
晴
信
）
が
記
し
た
起
請
文
で
す
。
小
姓
に
言
い
寄

っ
た
こ
と
を
否
定
す
る
内
容
で
、
戦
国
武
将
の
私
生
活
を
語
る
史
料
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
本
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
の
誓
約
や
、
誓
約
に
関
す
る

人
々
の
意
識
が
読
み
と
れ
る
史
料
を

掲
載
し
ま
し
た
。
果
た
し
て
そ
の
誓

約
は
本
当
だ
っ
た
の
か
、
嘘
だ
っ
た

の
か
、
約
束
は
守
ら
れ
た
の
か
、
破

ら
れ
た
の
か
―
―
な
ど
と
想
像
を
め

ぐ
ら
し
な
が
ら
ご
覧
い
た
だ
け
る
と
、

よ
り
い
っ
そ
う
お
楽
し
み
に
い
た
だ

け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

体
裁
は
Ａ
４
判
中
綴
じ
（
上
下
見

開
き
で
縦
Ａ
３
判
）
の
カ
ラ
ー
印
刷

で
、
解
説
二
頁
を
含
む
一
六
頁
仕
立

て
で
す
。
一
部
五
一
〇
円
（
税
込
）

に
て
、
東
京
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
史
料
編
纂
所
の
向

か
い
）
で
販
売
い
た
し
ま
す
。

�
（
広
報
委
員
・
堀
川
康
史
）


